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　　市　の　人　口

（平成９年11月１日現在）

　67,173世帯（前月比160世帯増）

　188,866人（前月比188人増）

　93, 165人

　95, 701人

世帯数

人　口

　　男

　　女

見つめ直そう人権の大切さ

差
別
の
な
い
社
会
を
築
く
た
め
に

　
十
二
月
十
日
は
「
世
界
人
権
デ
ー
」
。
一
九

四
八
年
（
昭
和
二
十
三
年
）
の
こ
の
日
、
第
三

回
国
連
総
会
に
お
い
て
「
世
界
人
権
宣
言
」
が
採

択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
、
わ
が
国
で

も
十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
を
「
人
権
週
間
」

と
し
て
、
人
権
を
考
え
る
様
々
な
取
り
組
み
が

各
地
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
の
人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
今
一
度
見
つ
め
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
圃
同
和
対
策
室
（
昔
内
線
2
2
2
1
）

2
1
世
紀
は
「
人
権
」
と

「
環
境
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド

星
で
す
。
こ
の
地
球
に
五
十
五

億
人
も
の
人
々
が
暮
ら
し
て
い

ま
す
。
国
が
あ
っ
て
、
国
境
が

あ
り
、
国
籍
や
人
種
、
肌
の
色
、

言
葉
、
習
慣
、
宗
教
な
ど
が
違
っ

た
り
し
ま
す
が
、
み
ん
な
同
じ

こ
の
地
球
の
仲
間
で
す
。

　
し
か
し
、
同
じ
地
球
に
住
ん

で
い
る
仲
間
同
士
で
あ
り
な
が

ド
ラ
イ
オ
ン
ス
国
際
協
会
第
1
0
回
国
際
平
和
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
努
力
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
治
小
学
校
６
年
　
太
田
智
代
さ
ん
の
作
品

ら
、
私
た
ち
の
社
会
に
は
、
差

別
や
貧
困
、
飢
餓
、
地
域
紛
争

な
ど
、
様
々
な
社
会
問
題
が
存

在
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
近
く
地
球
温
暖
化
防

止
京
都
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
す

が
、
地
球
規
模
で
の
森
林
破
壊

や
温
暖
化
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
に

よ
る
汚
染
、
酸
性
雨
、
オ
ゾ
ン

ホ
ー
ル
の
拡
大
な
ど
、
様
々
な

環
境
問
題
も
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　
二
十
一
世
紀
は
、
「
人
権
」

と
「
環
境
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は

一
人
ひ
と
り
の
違
い
を
認
め
合

い
、
自
然
環
境
と
調
和
し
、
み

ん
な
が
健
康
で
輝
い
て
生
き
ら

れ
る
社
会
を
築
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
人
権
は
、
だ
れ
も
が
生
ま
れ

な
が
ら
に
し
て
持
っ
て
い
る
権

利
で
あ
り
、
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
幸
せ
に
生
き
て
い
く
た
め

に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で

す
。
「
世
界
人
権
宣
言
」
は
、

「
す
べ
て
の
人
間
は
、
生
ま
れ

な
が
ら
に
し
て
自
由
で
あ
り
、

か
つ
、
尊
厳
と
権
利
と
に
つ
い

て
平
等
で
あ
る
」
と
う
た
っ
て

い
ま
す
。

　
わ
が
国
の
憲
法
も
、
す
べ
て

の
国
民
は
法
の
下
に
平
等
で
あ

り
、
人
種
や
性
別
、
社
会
的
身

分
な
ど
に
よ
っ
て
差
別
さ
れ
な

い
こ
と
、
教
育
を
受
け
、
職
業

を
自
由
に
選
ぶ
権
利
が
あ
る
こ

と
、
結
婚
は
お
互
い
の
意
思
の

み
で
成
立
す
る
こ
と
な
ど
を
保

障
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
一
人

ひ
と
り
の
人
権
が
大
切
な
も
の

と
し
て
憲
法
で
保
障
さ
れ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
実
に

は
同
和
地
区
出
身
者
に
対
す
る

差
別
を
は
じ
め
、
障
害
者
、
女
性
、

お
年
寄
り
、
在
日
韓
国
・
朝
鮮

人
に
対
す
る
差
別
や
偏
見
な
ど
、

私
た
ち
の
社
会
に
は
多
く
の
人

権
問
題
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
人
権
問
題
は
、
差

別
さ
れ
る
側
の
問
題
で
は
な
く
、

す
べ
て
差
別
を
す
る
側
の
問
題

で
す
。
差
別
を
な
く
す
た
め
に

私
た
ち
は
何
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
国
籍
や
生
ま
れ
、
肌
の
色
、

言
葉
、
性
別
な
ど
が
違
っ
て
も
、

私
た
ち
は
み
ん
な
同
じ
人
間
で

す
。
だ
れ
も
が
個
人
と
し
て
認

め
ら
れ
、
自
由
に
生
き
た
い
、

幸
せ
に
な
り
た
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が

好
き
だ
か
ら
プ
口
グ
ラ
マ
ー
に

な
り
た
い
」
と
か
、
「
あ
の
人

と
ど
う
し
て
も
結
婚
し
た
い
」

な
ど
、
み
ん
な
希
望
を
持
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
な
の
に
、
自
分

の
責
任
で
は
な
く
、
自
分
の
人

格
と
も
関
係
の
な
い
事
柄
を
理

由
に
、
「
ど
こ
ど
こ
の
生
ま
れ

だ
か
ら
」
と
か
、
「
肌
の
色
が

違
う
か
ら
」
、
「
女
性
の
く
せ
に
」

な
ど
と
さ
げ
す
ま
れ
、
仲
間
は

ず
れ
に
さ
れ
た
り
、
反
対
さ
れ

て
希
望
が
か
な
わ
な
か
っ
た
り

す
れ
ば
、
だ
れ
で
も
悔
し
い
思

い
を
し
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
一
人
ひ
と
り
が

個
性
を
持
っ
た
違
う
人
間
な
の

で
す
。
同
時
に
、
一
人
ひ
と
り

が
か
け
が
え
の
な
い
大
切
な
人

間
な
の
で
す
。
立
場
を
置
き
換

え
て
、
差
別
の
不
当
性
を
よ
く

考
え
、
差
別
を
し
な
い
、
差
別

を
許
さ
な
い
と
い
う
日
ご
ろ
の

姿
勢
、
基
本
的
な
考
え
方
を
持

ち
、
行
動
す
る
こ
と
が
何
よ
り

も
大
切
で
は
な
い
で
し
夕
つ
か
。

　
み
ん
な
が
一
人
ひ
と
り
を
大

切
に
す
る
こ
と
は
、
み
ん
な
が

お
互
い
に
大
切
に
さ
れ
る
社
会

の
建
設
に
つ
な
が
り
ま
す
。
市

民
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
、
あ

ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
し
、
だ
れ

も
が
輝
い
て
幸
せ
に
生
き
る
こ
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と
が
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
続

け
ま
し
ょ
う
。

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

同
和
問
題
を
理
解
し
、
認
識
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
広
報
紙

や
冊
子
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
し
配
布
す
る
と
と
も
に
、

’
「
同
和
問
題
を
考
え
る
市
民
講

座
」
や
「
人
権
週
間
記
念
講
演

会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
職
場
や
学
校
、
ご
家
庭
で

の
学
習
材
料
と
し
て
、
啓
発
映

画
や
ビ
デ
オ
の
貸
し
出
し
も
行

っ
て
い
ま
す
（
左
表
）
。
差
別

を
見
抜
き
、
と
も
に
差
別
の
な

い
社
会
を
築
く
た
め
に
、
ぜ
ひ

積
極
的
な
ご
参
加
や
ご
利
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

啓発映画(16ミリ)・ビデオの貸し出し啓発映画16ミリ）・t'アオの貨し出し

題　　　　　　　　名 規　　格

同

和

対

策

室

らＳ
内
線
２
２
２
１
Ｗ

愛の山河

美しい季節
ちいさな指輪

がんばれ／青春先生
千鶴子か微笑った
日本の歴史と部落問題Ｉ～Ⅲ

橋のない川
父の一番長い日
輝ける日々へ

愛は海より深く
明日への彩り

霧の中の真実
夢風船

旅路
しきじきようしつ

16ﾐﾘ､ﾋﾞﾃﾞｵ　54分
16ミリ　　54分

ビデオ　　55分
ビデオ　　54分

ビデオ　　54分
ビデオ　各60分

ビデオ　139分
ビデオ　　54分
ビデオ　　42分

ビデオ　　55分
ISﾐﾘ､ﾋﾞﾃﾞｵ　55分
ビデオ　　54分

ビデオ　　55分
ビデオ　　55分

ビデオ　　54分

社
会
教
育
課

八
雲
内
線
２
６
１
６
Ｗ

獅子頭に雪か降る
結婚
チェリーブラッサム
新ちゃんかないた／

君に心のパス
淳一よ／明日の空へ
太郎のかがみ

明子のハードル
友情のキックオフ／

根雪とける頃
私たちと人権（課題編）

16ﾐﾘ､ﾋﾞﾃﾞｵ　54分

ビデオ　　55分
ビデオ　　42分
ビデオ　　36分

ビデオ　　55分
ビデオ　　54分
ビデオ　　56分

ビデオ　　41分
ビデオ　　27分
16ミリ　　47分

ビデオ　　30分

このほかにもあります。申し込みは担当課へ

◆
宇
治
市
政
だ
よ
り
1
2
月
１
日
号
は
、
１
１
月
3
0
日
脚
に
新
聞
折
り
込
み
し
ま
す
◆
　
　
◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

837

1
2
月
4
日
～
1
0
日
は
『
人
権
週
間
』

人
権
と
は

み
ん
な
が
輝
い
て

生
き
る
た
め
に

同
和
問
題
の

解
決
に
向
け
て

しまむらかずお
人権週間記念講演会

やさしくなろ
うコンサート

心のリンゴをひとつずつ
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8年度決算のあらまし『 市の家計簿

だ（

平
成
八
年
度
の
市
の
決
算
状
況
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
。
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
市
の
財

政
状
況
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
市
政
へ
の
関

心
を
よ
り
深
め
て
い
た
だ
こ
う
と
定
期
的
に
財

政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
回
財
政
課
（
昔
内
線
2
1
0
3
）

　
平
成
八
年
度
の
市
の
一
般
会

計
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計
の

決
算
が
ま
と
ま
り
、
市
議
会
の

決
算
特
別
委
員
会
で
認
定
す
べ

き
も
の
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
八
年
度
は
、
個
人
所
得
の
伸

び
の
鈍
化
に
加
え
、
住
民
税
特

別
減
税
の
継
続
実
施
な
ど
に
よ

り
個
人
住
民
税
収
入
が
大
幅
に

減
る
な
ど
一
般
財
源
の
伸
び
が

見
ら
れ
な
い
厳
し
い
財
政
状
況

で
し
た
。

　
こ
う
し
た
中
、
一
般
経
常
経

費
を
削
減
し
な
が
ら
も
、
市
民

生
活
に
関
し
て
は
、
工
夫
を
凝

ら
し
て
「
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水

準
を
落
と
さ
な
い
」
こ
と
を
基

本
に
基
金
や
地
方
債
を
活
用
し
、

積
極
的
に
事
業
を
推
進
し
ま
し

た
。
公
共
事
業
に
つ
い
て
は
生

活
周
辺
施
設
の
整
備
や
都
市
基

盤
の
整
備
を
中
心
に
実
施
。
ま

た
、
本
市
の
地
域
特
色
を
生
か

し
た
自
主
的
・
主
体
的
な
地
域

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
の
都
市
基
盤
づ
く
り
の
成

果
を
土
台
に
歴
史
と
文
化
を
い

か
し
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
み
、
あ
わ
せ
て
地
域

福
祉
の
充
実
、
快
適
な
環
境
づ

く
り
な
ど
を
推
進
し
ま
し
た
。

一
般
会
計

　
歳
入
（
収
入
）
総
額
は
五
百

十
三
億
四
千
八
百
二
十
三
万
円

（
対
前
年
度
比
〇
・
七
％
増
）
、

歳
出
（
支
出
）
総
額
は
五
百
一

億
四
十
万
八
千
円
（
同
二
・
六

％
増
）
で
、
歳
入
歳
出
差
引
額

は
十
二
億
四
千
七
百
八
十
二
万

二
千
円
。
こ
れ
か
ら
九
年
度
に

繰
り
越
し
て
行
う
事
業
の
財
源

二
億
九
千
三
百
九
十
一
万
五
千

円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額

は
九
億
五
千
三
百
九
十
万
七
千

円
で
、
十
七
年
連
続
の
黒
字
決

算
と
な
り
ま
し
た
。

（コ
（　）内は構成比

　
（
個
人
市
民
税
、
法
人
市
民
税
、

固
定
資
産
税
な
ど
）
は
二
百
六

十
二
億
六
百
四
十
万
円
（
対
前

年
度
比
三
・
三
％
増
）
、
普
通

交
付
税
は
十
億
一
千
十
二
万
一

千
円
筒
三
三
・
三
％
減
）
で

し
た
。

　
な
お
、
市
民
一
人
あ
た
り
の

歳
入
は
総
額
で
二
十
七
万
四
千

七
十
四
円
、
う
ち
市
税
は
十
三

万
九
千
八
百
七
十
八
円
で
す
。

川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ン
ト
の

建
設
、
近
鉄
大
久
保
駅
前
交
通

広
場
整
備
、
西
小
倉
地
域
福
祉

セ
ン
タ
ー
・
西
宇
治
図
書
館
建

設
な
ど
、
ソ
フ
ト
事
業
で
は
福

祉
サ
ー
ビ
ス
公
社
設
立
、
在
宅

老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
な
ど

　
国
民
健
康
保
険
、
公
共
下
水

道
、
老
人
保
健
な
ど
九
事
業
会

計
の
歳
入
総
額
は
二
百
八
十
三

億
八
千
二
百
八
十
五
万
二
千
円
、

▲今年10月26日に開園１周年を迎えた植物公園

に
支
出
し
ま
し
た
。

。
な
お
、
市
民
一
人
当
た
り
の

歳
出
は
総
額
で
二
十
六
万
七
千

四
百
十
三
円
、
う
ち
土
木
費
は

七
万
二
千
七
百
九
十
九
円
、
民

生
費
は
六
万
七
百
九
十
円
で
す
。

歳
出
総
額
は
二
百
八
十
二
億
千

五
百
七
十
六
万
五
千
円
で
、
差

し
引
き
一
億
六
千
七
百
八
万
七

千
円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

公
営
企
業
会
計

　
水
道
事
業
の
経
営
状
況
は
、

収
益
的
収
支
（
水
道
水
の
供
給
）

で
は
、
収
入
額
は
三
十
四
億
七

千
九
十
三
万
二
千
円
い
支
出
額

は
三
十
四
億
二
千
二
百
六
万
八

千
円
で
、
差
し
引
き
四
千
八
百

八
十
六
万
四
千
円
の
黒
字
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
資
本
的
収
支
（
水
道

施
設
の
建
設
・
維
持
・
管
理
）

で
は
収
入
額
が
十
億
九
千
七
百

二
十
三
万
八
千
円
、
支
出
額
が

土
八
億
四
千
七
百
二
十
四
万
四

千
円
で
、
差
し
引
き
不
足
額
五

億
五
千
万
六
千
円
は
過
年
度
分

損
益
勘
定
留
保
資
金
な
ど
で
補

て
ん
し
ま
し
た
。

決
算
…
年
度
の
歳
入
・
歳

出
額
を
算
出
す
る
こ
と
。

一
般
会
計
…
市
の
基
本
的

な
経
費
の
会
計
。
。

特
別
会
計
・
：
一
般
会
計
か

ら
切
り
離
し
て
算
出
す
る

会
計
。

一
般
財
源
・
：
市
税
な
ど
市

が
独
自
に
使
い
道
を
定
め

る
こ
と
が
で
き
る
財
源
。

単
年
度
収
支
…
そ
の
年
の

実
質
収
支
か
ら
前
年
度
の

実
質
収
支
を
引
い
た
そ
の

年
の
純
粋
な
収
支
額
で
す
。

経
常
収
支
比
率
・
：
市
税
な

ど
の
経
常
的
に
入
っ
て
く

る
使
い
道
が
特
定
さ
れ
な

い
収
入
が
経
常
的
に
必
要

な
経
費
に
ど
れ
だ
け
使
わ

れ
た
の
か
示
す
も
の
。
こ

の
比
率
が
大
き
く
な
る
と

財
政
運
営
上
の
自
由
が
利

き
に
く
く
な
り
ま
す
。

実
質
収
支
比
率
・
・
・
そ
の
年

の
実
質
収
支
と
標
準
財
政

規
模
（
全
国
の
自
治
体
の

財
政
規
模
を
同
一
の
基
準

で
整
理
し
た
も
の
）
と
の

割
合
。

公
債
費
比
率
…
地
方
債
の

元
利
償
還
金
と
標
準
財
政

規
模
と
の
割
合
。

財
政
力
指
数
・
：
標
準
的
な

行
政
を
行
う
た
め
の
経
費

と
市
税
な
ど
を
一
定
の
方

法
で
算
出
し
た
額
と
の
割

合
。
こ
の
指
数
が
大
き
い

ほ
ど
財
政
力
が
強
く
な
り

ま
す
。

290,466

168,147

261,538

144,000

市道下居大久保線の整備

市道滝ケ谷森線のトンネル拡張

京阪木幡駅踏切の改良

市道明星線の拡幅整備｀

市道宇治樹島線の整備

224,738

〈農林水産業費〉

白川林道の整備

89,352

在宅老人デイサービス事業

　　　　　　　　　　　　　　　197,615

　〈教育費〉

小学校コンピュータの整備

　　　　　　　　　　　　　　　74,477

西宇治図書館の建設

　　　　　　　　　　　　　　　145,725

総合野外活動センター(仮称)の建設

　　　　　　　　　　　　　　　258,438

　<土木費〉

近鉄大久保駅前交通広場の整備

　　　　　　　　　　　　　　　466,560

植物公園の整備

　　　　　　　　　　　　　　1,198,366

西宇治公園の拡張整備

　　　　　　　　　　　　　　　419,028

京阪宇治駅前交通広場の整備

　　　　　　　　　　　　　　　357,854

小倉中畑市営住宅の建て替え

　　　　　　　　　　　　　　　999,992

8年度の主な事業
(単位は千円)

　〈総務費〉

源氏物語ミュージアム(仮称)の建設

　　　　　　　　　　　　　　　238,357

地域防災無線等の整備

　　　　　　　　　　　　　　　82,260

開行政サービスコーナー開設

　　　　　　　　　　　　　　　　4,755

JR宇治駅改築関連北側用地の取得

　　　　　　　　　　　　　　1,099,488

　〈民生費〉

西小倉地域福祉センターの建設

　二　　　　　　　　　　　　　256,597

福祉サービス公社設立

　　　　　　　　　　　　　　　109,111

特別養護老人ﾎｰﾑ宇治明星園白川の建設補助

　　　　　　　　　万　　　　216,345

1,511,289 ㎡

▲整備された京阪宇治駅前交通広場

838

9、▲はマイナス）

支額 単年度収支額

,907 ▲519,597

０ ０

,188 60,426

０ ０

426 426

０ ０

０ ０

,473 196

０ ０．

０ ０

,087 61,048

－ -

－ -
－ -

t産の状況

吟
！

用
語
の

解
説

特
別
会
計

歳
出

歳
入

歳
入
の
内
訳
を
見
る
と
市
税

　
主
な
事
業
で
は
、
ハ
ー
ド
事

業
で
は
Ｊ
Ｒ
宇
治
駅
改
築
事
業

北
側
用
地
の
取
得
、
小
倉
中
畑

市
営
住
宅
の
建
て
替
え
、
志
津
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市
民
生
活
の
向
上
に
っ
な
が
る

こ
と
を
期
待
す
る
と
し
て
い
ま

す
。

　
宇
治
市
行
政
改
革
審
議
会

（
委
員
長
＝
熊
谷
員
智
子
・
龍

谷
大
学
教
授
）
は
行
政
全
般
に

わ
だ
っ
て
の
改
革
の
基
本
方
策

に
っ
い
て
提
言
を
ま
と
め
、
十

月
二
十
七
日
、
久
保
田
市
長
に

答
申
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
平
成
七
年
五
月
に

池
本
前
市
長
が
諮
問
し
た
八
項

目
に
つ
い
て
審
議
を
重
ね
、
ま

と
め
ら
れ
た
も
の
。

　
答
申
で
は
、
行
政
需
要
が
増

大
す
る
一
方
、
厳
し
い
行
財
政

環
境
の
下
で
さ
ら
に
地
方
分
権

が
進
み
、
行
政
の
果
た
す
役
割

が
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
中
で
、

行
政
改
革
は
重
要
課
題
で
あ
る
。

行
政
改
革
に
よ
っ
て
、
よ
り
効

率
的
な
行
政
運
営
が
推
進
さ
れ
、

　
〈
答
申
の
要
旨
〉

　
①
事
業
の
統
廃
合
や
、
必
要

性
の
高
い
事
業
の
選
択
と
優
先

実
施
。
補
助
金
の
整
理
合
理
化

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
助
成
の
充
男

業
務
委
託
の
推
進
な
ど
。

　
②
組
織
の
簡
素
合
理
化
や
分

か
り
や
す
い
組
織
機
構
の
構
築

な
ど
。

　
③
職
員
定
数
と
給
与
の
適
正

管
理
な
ど
。

　
④
職
員
研
修
の
徹
底
と
職
員

の
能
力
開
発
の
推
進
な
ど
。

　
⑤
Ｏ
Ａ
化
の
推
進
と
行
政
サ

ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
の
通
信
情

報
シ
ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
。

　
⑥
利
用
効
率
と
利
便
性
を
高

め
る
た
め
の
公
共
施
設
の
運
営

改
善
な
ど
。

　
⑦
行
政
改
革
推
進
の
た
め
の

進
行
管
理
体
制
の
充
実
な
ど
。

　
久
保
田
市
長
は
、
こ
の
答
申

ト
久
保
田
市
長
に
答
申
す
る

　
寵
谷
委
員
長
（
左
）

　
宇
治
市
技
能
功
労
者
表
彰
制

度
は
、
長
年
一
つ
の
職
業
に
従

事
し
優
れ
た
技
能
を
生
か
し
本

市
の
文
化
・
産
業
の
発
展
に
尽

く
し
て
こ
ら
れ
た
技
能
者
の
功

労
を
た
た
え
る
と
と
も
に
、
技

能
水
準
の
向
上
と
技
能
尊
重
の

機
運
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
も
の
で
、
今
年
で
二
十
六

回
目
。
こ
れ
ま
で
の
表
彰
者
数

は
今
回
で
、
六
十
六
職
種
、
五

百
五
十
二
人
と
な
り
ま
し
た
。

○相原政夫(70)

　五ヶ庄大林

　造園職49年

m村健司(64)

六地蔵柿ノ木町

　製茶職46年

○中川慶信(63)

　横島町南落合

電気工事職47年

○庄司光郎(61)

　伊勢田町北山

屋根工事職33年

○多羅尾房弘(64)

　横島町－ノ坪

　製茶職49年

○太田正治(62)

　槙島町吹前

　板金職47年

○吉田重雄(61)

　小倉町南浦

　美容職40年

○1田菊二(60)

　　宇治乙方

自転車整i職43年

を
受
け
て
「
実
施
に
向
け
て
具

体
的
な
計
画
と
な
る
行
政
改
革

大
綱
を
来
年
三
月
ま
で
に
策
定

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
く
中
で
、

最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を

上
げ
る
こ
と
を
基
本
原
則
に
、

平
成
十
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宇　治　市　i
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行
政
全
般
に
わ
た
っ
た
改
革
の
基
本
方
策
に
つ
い
て
提
言

行
政
改
革
審
議
会
が
答
申

技能功労者決まる

15職種23人を表彰

か
ら
産
業
会
館
で
行
わ
れ
ま
す
。

当
日
会
場
で
は
、
吉
田
重
雄
さ

ん
に
ヘ
ア
ー
ス
タ
イ
ル
シ
ｒ

な
ど
で
見
ら
れ
る
美
容
の
技
能

を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
年
の
受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん

で
す
。
（
敬
称
略
・
左
上
か
ら

横
へ
年
齢
順
）

囲
商
工
課
（
’
‘
内
線
2
2
1
9
）

0仲井照城(64)

　　蒐道車田

　大工職50年

0木下照夫(62)

　小倉町久保

　造園職34年

○高島秀行(61)

　　宇治又振

彫刻念珠職42年

0木戸常満(60)

　木幡大瀬戸

　理容職44年

お知らせします

　　繰越金

21億9,709万4千円

　　(4.3％)

　　府支出金

19億6,701万6千円

　　(3.8％)

　　諸収入

19億1,273万7千円

　　(3.7％)

　地方交付税

13億8,151万2千円

　　(2.7％)

　各種交付金

11億5,456万7千円

　　(2.3％)

　
表
彰
式
は
十
一
月
二
十
三
日

の
勤
労
感
謝
の
日
、
午
前
十
時

@i井喜代子(63)

　大久保町旦椋

　美容職49年

O長谷川里己(62)

　　宇治壱番

　調理職45年

○広瀬一夫(61)

　六地蔵奈良町

自動車整備職41年

@所清一(60)

　大久保町平盛

　理容職44年

0上野渥美(63)

　小倉町西浦

　左官職48年

○鹿間昭男(61)

　　宇治半白

ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ職45年

○片岡千恵(61)

大久保町井ノ尻

　美容職33年

0元橋範人(60)

　　木幡南山

京友禅職43年

　^ ・他　／
16億522万5千円
　　(3.3％)

　r^' i≫。／

24億636万7千円
　　(4.8％)
　。。／

49億5,828万4千円
　(9.9％)

　　　公債費
　　50億7,230万3千円
　　　(10.1％)

　　教育費

54億9,107万3千円

　　(10.8％)

一般会計の内訳

　　総務費

55億3,908万2千円

　　(11.1％)

８年度各会計別決算見込み　（単位:千

会　　　計　　　名 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額実質4

一　　般　　会　　計 51,348.230 50,100,408 1,247,822 9E

特

別

会

計

交通災害共済事業 38,100 38.100 ０

国民健康保険事業 8,190,219 8,026,031 164,188 ie

公共下水道事業 7,613,581 7,613,581 ０

住宅新築資金等貸付事業 17,002 16,576 426

老人保健事業 11.797,670 11,797,670 ０

簡易水道事業 64,151 64,151 ０

火災共済事業 16,172 13,699 2,473

墓地公園事業 144,340 144,340 ０

公共用地先行取得事業 501,617 501,617 ０

小　　　　　計 28,382,852 28,215,765 167,087 ie

公
営
企
業
会
計

　　　　|収益的収支

ｌ･ｉＷ心｜

3,470,932 3,422,068 48,864 -

小頂尹禾

資本的収支 1,097,238 1,647,244 ▲550,006 -

総　　　　　計 84,299,252 83,385,485 913,767 -

主な財政指標の推移(普通会計)

犬 ６年度 ７年度 ８年度

経常収支比率 86.1％ 86.0％ 89.8％

実質収支比率 5.9％ 5.1％ 3.2％

公債費比率 13.3％ 12.7％ 13.6％

財政力指数 0.969 0.965 0.950

地方債現在高 29,990百万円 33,100百万円 33,650百万円

基金現在高 13,773百万円 13,051百万円 10,734百万円

［
］

○竹田きみ江(69)

　五ヶ庄梅林

　調理職35年

0中森吉次(69)

　志津川東組

　大工職51年
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しを保育課(a内線2324)へ本人

持参で。登録者の中から必要に応

じて選考し、雇用します。

講座・教室

■市民講座｢てん刻に挑戦

　しよう｣

　じ〉とき…12月３日(水)、午後１時

半～４時半μところ…生涯学習セ

ンターC〉内容…印石に自分の名前

を彫る[＞定員…先着24人E＞参加費…

1200円　圃同センター(S22-0220)

へ電話か来館で。

■グルメ教室｢もてなしの

　欧風クリスマス料理｣

　じ＞とき…12月４日俐、午前10時

～午後１時[＞ところ…生涯学習セ

ンター1＞対象…18歳以上で市内在

住か在勤の人I＞定員…抽選で24人

[＞受講料…2500円　圃往復はがき

に｢グルメ教室希望｣と住所・氏

名・年齢・性別・電話番号、返信

にも住所・氏名を書き11月27日出

まで(必着)に生涯学習センター

(宇治琵琶45-14)へ[弓司センター

(a22-0220)。

■第13回古文書講習会

　[＞とき…12月２日脚～５日(到、

新
任
民
生
・
児
童
委
員
三
人
に
委
嘱
状

　
人
権
擁
護
委
員
は
昭
和
二
十

三
年
に
設
け
ら
れ
た
、
国
民
の

基
本
的
人
権
を
擁
護
し
見
守
る
、

い
ね
ば
民
間
人
に
よ
る
「
人
権

の
番
人
」
と
い
え
る
人
た
ち
。

十
一
月
一
日
付
で
新
し
い
人
権

擁
護
委
員
に
次
の
人
が
決
ま
り

ノ
山
9
0
の
1
7
　
容
4
1
・
６
８
６

凹
広
報
課
（
容
内
線
３
Ｕ
７
９
）
。

８
昔
2
8
一
ｎ
乙
３
０
４

長
谷
川
笑
子
大
久
保
町
北

ま
し
た
。

入
江
宗
輔

　
　
（
敬
称
略
）

宇
治
妙
楽
１
０

午後２時~4時E〉ところ…中央図

書館レテーマ…宇治猿楽と離宮祭

[＞定員…先着50人μ参加費…200

円　圃歴史資料館020-1311)。

催し

■市立幼稚園こども音楽会

　[＞とか-12月３日出、午前10時

~11時40分[＞ところ…文化センター

大ホール囲学校教育課(a内線

2624)。

第18回

人形劇フェスティバル

市内で活動中のサークルの皆

さんが人形劇やパネルシアタ

ーを発表します[天殤罵河]

11月24日㈱　午後１時～

文化センター小ホール

回中央公民館(a20-1411)

お知らせ

・障害児教育啓発の集い

　障害児教育について、理解と関

心を深めていただ＜集いです。[＞

とき…11月28日團、午前10時～正

午[＞ところ…生涯学習センターE〉

内容…映画、講演　囲学校教育課

(a内線2624)。

■保護者ふれあい学習会

　不登校児童生徒を持つ保護者や

教員、市民を対象に、不登校経験

談を聞き子供への接し方を考えま

す。[＞とき…11月29日出、午前10

時～11時半[＞ところ…生涯学習セ

ンターt＞内容‥･臨床心理士・菅佐

和子さんをコーディネーターに不

人
権
擁
護
委
員
新
た
に
二
人
を
委
嘱

消費生活

相談室から

登校経験者、保護者、教員による

パネルディスカッション[〉参加費

…無料回青少年課(昔21-5262)。

■文化センター舞台芸術相談会

　C＞とき･‥12月３日(水)、午後２時

～６時レところ…文化センター事

務室[〉内容…舞台装置・照明・音

響に関すること、演出上の助言、

使用料など[〉費用…無料　圃文化

センター(昔20-2111)。

■東宇治図書館休館日振り替え

　11月23日は祝日で東宇治図書館

は休館日ですが、同日開催の東宇

治コミュニティセンター文化祭に

協賛し、臨時開館します。これに

伴い11月25日脚を振り替え休館日

とします。　回同館(S32-2232)。

官公署・その他

■人権府民のつどい'97

　C＞とき…11月27日出、午後６時

半~9時E＞ところ…京都テルサ

(京都市南区東九条)[＞内容…式

典、タレント・みのもんたさんの

講演、人権交流展　囲京都府人権

啓発課(Q075-414-4271)。

■城南勤労者福祉会館

　圃同会館(a46-0780)。

　　〈正月用着付教室〉に＞とき…12

月６日出かフ日(日)のいずれか、午

後１時~4時[＞受講料…無料。

　<正月用料理教室〉[＞とき…12

月13日出か14日(日)のいずれか、午

後１時～４時[＞受講料…1500円。

■城南地域職業訓練センター

　圃同センター046-0688)。

　　〈ワープロ初級ワードW95版〉

[＞とき…12月15日～10年１月８日

の月・木曜、午後６時半～９時。

６回E〉受講料…9000円。

　　くパソコン表計算中級ロータス

W95版〉［＞とき…12月15日～10年

１月８日の月・木曜、午後６時半

～９時。　６回レ受講料…9000円。

　　くパソコンデータペースアクセ

スW95版〉E〉とき■■･12月24日～10

年１月24日の水曜午後６時半～９

時・土曜午前９時半～正午。６回

［〉受講料…9000円。

■「国の教育ローン」

　国民金融公庫では、高校・大学・

各種学校などに入学、在学される

学生・生徒をお持ちのご家庭を対

象に、「国の教育ローン」の取り

扱いをしています。C＞融資額…学

生・生徒一人につき150万円以内

C＞返済期間…８年以内［＞据置期間

…在学期間以内[＞利率…年2.5％

　回国民金融公庫京都支店教育ロ

ーン係（aO75-211-3231）。

■検察審査員に選ばれたら

　ご協力を

　交通事故、詐欺などの被害に遭

ったのに検察官がその事件を裁判

にかけてくれないのは、どうして

も納得できない。そのような人の

ために検察官が行った処分が正し

かったかどうか審査する機関とし

て「検察審査会」があります。検

察審査会で審査を行う11人の審査

員は、選挙権を持っている市民か

ら「くじ」で選ばれます。ただ今、

選挙管理委員会では審査員の候補

者を選んでいます。選ばれた際は、

市民の代表としてこの仕事にご協

力をお願いします。回京都検察

審査会事務局（京都地方裁判所内

S075-211-4111）。

　
平
成
十
年
度
の
保
育
所
入
所

の
申
し
込
み
を
十
一
月
二
十
五

日
㈹
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

▽
応
募
対
象

　
平
成
1
0
年
４
月
１
日
現
在
、

ｉ
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
、
宇
治

市
内
に
居
住
し
、
そ
の
保
護
者

が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

た
め
家
庭
で
保
育
が
で
き
な
い

場
合
に
限
り
ま
す
。

①
〈
家
庭
外
労
働
〉
日
常
、
家

　
庭
外
で
働
い
て
い
る

②
〈
家
庭
内
労
働
〉
日
常
、
家

　
庭
内
で
家
事
以
外
の
仕
事
を

　
し
て
い
る

③
〈
母
親
の
出
産
〉
妊
娠
中
か

　
出
産
後
間
が
な
い
こ
と

④
〈
保
護
者
の
疾
病
〉
病
気
や

　
負
傷
、
心
身
に
障
害
が
あ
る

⑤
〈
病
人
等
の
看
護
〉
病
人
や

　
心
身
障
害
者
の
世
話
を
常
時

　
し
て
い
る

⑥
〈
災
害
の
復
旧
〉
家
庭
な
ど

　
で
震
災
、
火
災
、
風
水
害
な

　
ど
の
災
害
の
復
旧
に
当
た
っ

　
て
い
る

⑦
〈
そ
の
他
〉
①
か
ら
⑥
の
い

　
ず
れ
か
に
類
す
る
こ
と

▽
申
し
込
み

①
継
続
入
所
希
望
者
・
：
Ｈ
月
2
5

日
㈹
～
1
2
月
３
日
伽
に
在
園
の

保
育
所
か
市
役
所
保
育
課
で

②
新
規
入
所
希
望
者
・
：
1
2
月
５

日
吻
～
1
5
日
鋤
に
民
間
保
育
所

か
市
役
所
保
育
課
で

　
受
け
付
け
時
間
は
各
保
育
所

は
午
前
1
0
時
～
午
後
４
時
。
市

役
所
保
育
課
は
午
前
８
時
半
～

午
後
５
時
。

　
申
し
込
み
用
紙
と
入
所
の
し

お
り
な
ど
は
Ｈ
月
2
1
日
面
か
ら

下
表
の
保
育
所
、
市
役
所
保
育

課
で
お
渡
し
し
ま
す
。
申
し
込

み
に
は
保
護
者
の
「
在
職
証
明

書
」
な
ど
、
保
育
が
で
き
な
い

旨
の
証
明
書
が
必
要
で
す
。
早

め
に
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

○
Ｏ
歳
の
乳
児
が
入
所
で
き
る

月
齢
は
保
育
所
に
よ
っ
て
こ
と

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

ｔ○
４
月
か
ら
入
所
を
希
望
す
る

幼
児
は
す
べ
て
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。

○
本
年
度
か
ら
児
童
福
祉
法
の

改
正
に
よ
り
、
申
し
込
み
方
法

が
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
不
明
の

点
は
保
育
課
（
容
内
線
2
3
2

2
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

ｔ

10年度

保
育
所
入
所
申
し
込
み

胚 保育所名二
言所言：在丿地爪

卜月ョ.:………言::.･　…… 電二1乱 民
間
施
設

同胞保育園 大久保町旦椋72-2 44－3632

民

間

施

設

登り保育園 木幡赤塚8-1 32－3811 くりくま保育園 大久保町平盛42-3 44－4621

明星保育園 五ヶ庄芝ﾉ東19-5 32－0704

公

立

施

設

北木幡保育所木幡陣ﾉ内1 32－7374

なかよし保育園 羽戸山1丁目8-4 32－5335 木幡保育所 木幡東中10-2 31－8204

あさひ保育園冤道大垣内10 24－1551 宇治保育所 宇治弐番84-10 21－2701

三室戸保育園冤道荒mi 23－3224 棋島保育所 横島町南落合17-2 22－1504

ひいらぎ保育園 神明石塚65-3 44－0652 北小倉保育所小倉町堀池94 23－2543

広野保育所 広野町丸山9 43－0242 西小倉保育所伊勢田町遊田69 22－7151

いずみ保育園棋島町本屋敷167 20－0064 小剱IiSf所 小倉町西畑13 22－2702

南浦保育園 小倉町南浦62-57 23－5882 大久保保育所大久秤旦皿 43－4540

伊勢田保育園伊勢田町ｳﾄﾛ1 43-5126 善法保育所 宇治善法116-2 22－2774

840

福祉

■親子クリスマス会

　レとき…12月フ日(日)、午前10時

半～午後２時[〉ところ…中央公民

館[＞対象…母子・父子家庭の親子

(子供は小学生まで)[;〉内容…手

作り教室、ゲームと交流[＞参加費…

大人1000円、子供500円　fill月３

０日(日)までに地域の母子会役員か

社会福祉協議会022-5650)へ。

・身体障害者デイサービス

〈料理教室〉[＞とき…12月９日

(火)、午前９時半～午後１時半E〉と

こ｡ろ…総合福祉会館【＞内容…栄養

士の話と調理実習[＞対象…身体に

障害のある人C＞定員…先着15人E＞

参加費…500円　[*]12月５日圈ま

でに社会福祉協議会(容22-5650

Fax22-5654)へ。

募　集

■保育所非常勤職員の登録者

　C〉職種…保母、調理、用務[〉応

募資格…満39歳以下の人。保母は

有資格者か保育に意欲のある人

圃市販の履歴書(顔写真が必要)、

保母の資格を持つ人は資格証の写

　
御
蔵
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・
噴
島
地
区
で
欠
員

と
な
っ
て
い
た
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生
委
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・
児
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委
員
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、

厚
生
大
臣
と
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ら
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ま
し
た
。
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。
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落
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「
景
品
」
に
つ
ら
れ
て

ふ
と
ん
を
買
う
は
め
に

　
　
　
　
母
が
近
く
の
商
店

Ｑ
　

街
で
買
い
物
中
、

「
無
料
の
抽
選
で
景
品
が
当

た
る
」
と
誘
わ
れ
、
展
示
場

の
よ
う
な
と
こ
ろ
へ
連
れ
て

行
か
れ
た
。
何
人
も
の
お
年

寄
り
が
業
者
の
話
を
聞
い
て

い
た
が
、
半
分
以
上
の
人
は

｛
屏
用
品
や
良
品
な
が
百
っ

て
帰
っ
た
。
残
さ
れ
た
母
は

三
十
万
円
の
ふ
と
ん
を
し
つ

こ
く
勧
め
ら
れ
、
怖
く
な
り

帰
り
た
い
一
心
で
契
約
書
に

名
前
を
書
き
栂
印
を
押
し
た
。

も
と
も
と
母
は
ふ
と
ん
な
ど

買
う
つ
も
り
は
無
か
っ
た
が
、

解
約
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
一
般
的
に
は
、
お

Ａ
　

店
や
営
業
所
ヽ
数
日

間
開
か
れ
て
い
る
展
示
場
な

ど
で
契
約
し
た
場
合
は
、
消

費
者
か
ら
一
方
的
に
解
約
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す

が
、
お
母
さ
ん
の
場
合
は
、

自
分
の
意
思
で
会
場
に
行
っ

た
の
で
は
な
く
、
「
抽
選
」
に

誘
わ
れ
て
つ
い
て
い
っ
た
の

で
あ
っ
て
、
ふ
と
ん
の
販
売

を
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た

場
合
は
訪
問
販
売
と
同
様
、

無
条
件
で
一
方
的
に
解
約
で

き
る
「
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
」
が

適
用
さ
れ
ま
す
。
書
面
で
解

約
通
知
す
れ
ば
、
代
金
を
支

払
う
必
要
は
な
く
、
も
し
支

払
い
済
み
で
あ
れ
ば
返
金
さ

れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
、
「
無
料
」
や

「
格
安
」
の
品
物
で
主
に
高

齢
者
を
ね
ら
っ
て
会
場
に
呼

び
込
み
、
高
額
な
「
ふ
と
ん
」

「
医
療
器
具
≒
健
康
食
品
」

な
ど
を
売
り
付
け
る
商
法
は

随
分
前
か
醤
昌
れ
て
お
り
、

Ｓ
Ｆ
商
法
、
睡
眠
商
法
な
ど

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
ど
ん

な
に
し
つ
こ
く
勧
誘
さ
れ
て

’
も
、
欲
し
く
な
い
も
の
を
き

っ
ぱ
り
と
断
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
知
ら
な
い
人
に
は
つ

い
て
い
か
な
い
、
怪
し
げ
な

場
所
に
は
近
付
か
な
い
方
が

無
難
で
す
。

受
け
付
け
が
近
付
き
ま
し
た
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